









































































































































































動物筏 アセプロマジン クロ ルー7ロマジン アロマジン メプロ′リ ート ジアゼパム アトロピン
t71gA(E 投与経路 EDが唱 投与娃玲 tDBnq 投与鐘為 EDBJks 投与法祐 mBAq 投与娃鴇 tz)かl(g 投与姓鴇
ネコ 0.2-0.5 I.tZl.L.V. I-2 Ll1.I.V. 2一l ).ED.1.V. 20 Lp. 1.0 0.02-
ト3 P一o. 2､1 P.0. 50 P.0. m3X5.0 0,05
子ウシ 0.1 i.Y. トユ t.tn 1-2 l.En.L.Y. 効果なし
トリ. ハ ト '0.5-1.5 LTEI. 0.5 Lm.
イヌ 0.1-0.5 l.ロコ,LV. 1-2 L∫t).LV. 2一一 Lに】.LV. 20- P.0. i.0 LにLl.V. 0.02- _iC.
i_a 2｣ P.ロ. 40 nlX20.0 0.05 LZtl.I.Y.
モルモット 0.5 LEE). 0.5-I LT). 】0 i.tz). 2.5 Lrt).Lp. 8.02-05 i.C.t.m 1V.
ハムスター頒 0.5 iJtl. 0.5-1 i.m. l∝) Lrz). 5.0 i.p. 0,02-.5 S.C.I.tnLV.
サル 0.5-I iC.I.【コ. ト32-5 i,ロ,P一o. 2一l LTI. 1∝ト4(刀 P一o. I.0 L.m.LV. 0.05 iC.t.爪.LV.
マウス 0.5 i.T). 0,5 Lq). l∝l Lm. 5.0 Lp. 0.02-5 iC.LrD.L,Y.
ウサギ 1,0 Cゝ.Lrt), ト3 ILO). ト2 Lr1). 50-)■(刀 Lm. 1.0 Lm.Lv. 0.I-0.2 i.C.I.r)IY.
ラット 0.5 i.a. 0.5_) Lm. 150 1'.m. 15 t.I. 0.02-5 Cゝ.I.EZ).IY.





艶的勿稚 アセチルサ リチル酸 メペ リジン イノバ-ベ､こ.卜 キシラジン アルファキサロン-アルファドロン
rtlg/k旦 投与経路 nlgJk旦 投与法論 ms/kB 旺与捷路 mBJkB 13:与珪鞘 mg/kg 投与建端
ネコ 10 l p.0.iE]2回 2-45-10 i.C.Lrn.ド0. 1.-2 Lm. 912 ).V.Lm.
子ウシ 900 P.0. 0.1 Lm.
イ ヌ 10 P.01日3回 5-10 S.C.Lrn.P0. 0.2-0.5 i.m. I-2 Lrtl. 賛意
ヤギ 900 P.0. 200-300 i.∩. 0.05 0.05 Lm.
モルモット ユ70 i.ド. 2 Lm. 0.5-1.0 LrtL. 10-20 ∫.V.
ハムスター頴 240 i.p. 2 i.nl. 0.110%希釈 i.p.
マウス 400 SC. 2 1,m. 0.110%希釈 i.p. 10-2090 .V.･P
サル類 l lOO PO. ll Lm. 0.i-0.2 ILrn. I-2 I.tn. 6-91218 .V.rn
ウサギ 500 P.O, 2 Lm. 0.ユ-0.3 i.m. 3.0 Lv. 6-9 LV.
ラッ ト 450 ド.0. 2 Lm. 0,2-0.4 Lp.I.m 10-20 i.V.
ヒツジ 900 P.0. 500 i.nl. 1.0 J'.n.
(canldianCounciJonAJdJTtl)Care:GddctolhcCi【eLndUseofExperimenlJAnJ'ntllsIVoJum亡1,1980より引用)
1. 回数 :iB2回あるいは 183回の指示がなければ 181臥
2. メベ リジンは肝昨春あるいは肝疾患のある実験動物においでは禁忌.








サ ル 類 10-.12 15-20 5一25
ヒ ツ ジ 28.-30 10-15 20-40
ブタ (30k皇以下) 20-30 6-9 10-30
イ ヌ 25-30 10-2D 20-30(10- mg/kgi.V.)島 s2 44
ネ コ 25-30 10-20
ウ サ ギ 30 4 25 30
フ ッ ト 30-40 25-30 22-44
マ ウ ス 30-40 25-30 22-44





































































*チオペンタール ･チアミラ-ル :商品名 ;ラボ
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表 5 各種吸入麻酔薬の物理化学的性状
-仮名 宝窯酸化物 炭化水菜型 エ-テル型
亜教化王君 (買気) ハロタン イーク07'ロへ'Jy エン7ノレラン イソフルラン ジエチルエーテル
商品名 笑気 ハロタン.フ ーセン サイタロプロパン エトレン フォーレン エーテノレ
榊字名 DinHーOUS BーOFtl0-Cbl.oronuoro T血 亡Lt)1l印亡 CbtローO-ldnuoーO. CblQrO-tTiEtJOrO DicthllEthcー
Tt)0ーlOrt'Sidc ethVtC 亡tbyldinuoronc巾ylcLbe ctbyLdinuototElCtbltCIhc【
は達式 N≡川-0 Elf ,H<Hi-C-C112 O F F FM F HH HHl lH-C_C-FI lt lH-C-C-0-C-H 一l ●F-C-C-0-C-Ht I ll lH-C-C-Cr-C-C-HI tlO F F Q ¶
分子丑 44.02 197.39 42.08 184.49 184.9 74,12
沸.5.(℃) .88.5 50.2 -】186 56.5 48.5 34.6
比並 江東(空気:I) 15】 6.8 1.46 6.3 6.4 16
叔体 (水】l) 1.87 ).52 J.496 0.718
誌気圧 28℃ 】9抑 2^2 560 175 150 442
(rntz)Hg) 25℃ 4J840 290 80∝I 218 295 535ユ7 542LX) 45 345 468 7m
分配係散 水/75-ス 0.44 0,86 0.22 0.78 0.7 1).0
(ユ7℃) 血.ht/JJ-ス 0.47 2.3 0.47 1.90 1,LtS lD
仙ノガ■ス l.4 22^ lil 98.5 94.0 50.2
地相/*'ス 10 185 14.0 lil.0 94.5 6
可だ手性 ◆ 十
放托性 +大泉中◆故窯中 101' +大気中14-lO.ユ14出井中2.4-60f ■ +大気中I.85～36.5%故斉ll--82.0





















































表 6 各種動物におけるおもな吸入麻酔薬の強度 (lMAC)
笑 気 ハ ロ タ ン サイクロプロパン エンフルラン イソフル ラン エ ー テ ル
(%) (%) (!6) (%) (%) (%)
サル 2m 0.89.I.15 15.9.17.5.'2D.6 1.84 i.2B 3.04.3.2gイヌ 188.222 6087 22.106 18
ネ コ 255 0.82.1.14 19.7 I.2,7J7 1.61,I.63 2.132





























































































































236 8.9 0.0?_ 5.8
2ふ4 8,6 4.1 75.6
271 8.7 0.14
220 7.7 0.9 55
234 717 7_･9 約61･3
7.7 2.9 約6LI.3
234
:姐8 8.1 27.5 95.6
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表 9 各種動物における各麻酔薬の MAC
解酔薬 ヒト サル イメ ウマ ネコ ウサギ ラット
ハロタン 0.73 日5 0.86 0.88 0.82 0.82 1.ll
エンフルラン 1.68 1.84 2.7J) 2.12 1.2D
































握する必要がある｡b)循環 :脈拍 ･血圧 ･皮膚や
眼結膜の色調 ･発汗等を監視し､不整脈 ･頻脈 ･
徐脈 ･心停止 (cardiacarrest)等に特に注意す
べきである｡C)呼吸 :呼吸数 ･呼吸の深さ･呼吸
の型 ･呼吸音等にあわせて､呼気終末炭酸ガス分
圧の測定 ･動脈血血液ガス分析等が観察できたら
理想である｡とくに呼吸停止(respiratoryarrest､
standstill)が､心停止より先に現われるので､
その場合は人工呼吸を機器や手法で即座に行うべ
きである｡また､ドキサプラム (doxapram)のよ
うな呼吸刺激剤を投与することも良い場合がある｡
d)術後出血 :手術傷のガーゼの様子を見れば出血
の状態がわかる｡出血量が多ければ輸血 ･輸液等
を行う必要があるoe)各種 ドレ-ンの作動状況 :
導尿 ･胃管 ･胸腔内ドレーン等の正常機能のチェ
ック｡∫)唱吐 ･吐き戻し･沈下性肺炎 :嘩下や咳
そう反射は全身麻酔中抑制されるが､麻酔覚醒と
共に徐々に回復する｡また,動物が4時間以上同
じ姿勢を保つようであれば､肺臓の欝血 ･充血 ･
沈下性の肺炎を引き起こす可能性があるので､体
の向きを変えてやるべきである｡
(3)輸液療法 :術後には､出血をはじめとし､通常
の水分摂取ができないばかりか､不感蒸雅もあり､
貧血や脱水症状を来たし易い｡その場合､静脈が
確保されていれば､デキス トロース-セイリン
(4%デキス トロース､0.18%セイリン)あるいは
セイリン (0.9%)等を投与すると良い｡また､皮
下または腹腔経路からの投与はより容易である｡
重度の脱水症状は皮膚を摘むと､テント状になっ
て元に戻らない状態になる｡
(4)創傷感染の予防:外科手術は､無歯的に手術を
しているので創傷感染の発生は多くないように考
えられがちであるが､皮膚のバリアーが手術創に
より破られているので,感染の危険性が十二分に
考えられる｡このようなことから術後には抗生物
質投与が必要である｡
(5)術後の痔痛の処置 :術後の疾病は実験動物に
とって非常に不快な感覚であるので取り除くべき
である｡
(6)縫合糸の刺激で痔痛が発生する場合は､創傷
治癒が達成された時点(約 1週間)でなるべく早く､
縫合糸を取り去るべきである｡安易に鎮痛剤を投
与することは､副作用発現の可能性があり好まし
くはないが､痔痛ある場合には大切である｡
*痔痛の認知 :a)活動 (activity);姿勢､歩行状
態等から不安など異常行動が認められる｡b)外観
(appearance);ケージやオリの隅で弓なりの姿勢
をとる｡虻門の周囲に被毛や糞が付着していても
毛づくろいせず､眼 ･鼻 ･口の周囲も汚れた状態
となる｡C)気質 (temperament);痔痛のある動物
では攻撃的､喫癖､ひっかき､無気力等気質の変
化が認められる｡d)発生 (vocalization):急性痔
痛の場合は大声を発する｡これは長時間持続的な
ものもあるが､鼻を鳴らしたりすることもある｡
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げっ歯類の発声は､高周波音のためヒトには聞き
取れな い場合がある｡e)摂食行動 (feeding
behavior);摂食･摂水量は､寝癖があると減少す
るO激痛のある場合には停止するof)生理的変化
(alterationsinphysiologicalvariavles):*
痛は､呼吸のパターンおよび数に影響し､深呼吸
時に減少する｡また､心拍は増加し､激痛は循環
障害の発生原因となる｡その部分の皮膚は蒼白と
なるので見分けられる｡
*痔痛ならびに苦痛の定量的判定 (quantitative
assessTnentOfpainanddistress):療病ならび
に苦痛の定量的判定とは､臨床所見の必要範囲で
体表から観察された反応に記号をつけて査定され
たもので､その情報を点数化したものを体表スコ
アーという｡このスコアは表在性療病に関係が深
く､高スコアを示す動物は､疑いもなく苦痛があ
り､鎮痛薬投与により体表スコアが減ずれば､療
病や苦痛が減少したことを意味する｡
*痔痛軽減 (painrelief):鎮痛薬投与は､術後
期の療病を軽減させる方法として残されており､
オピオイ ド鎮痛薬 ･麻薬性鎮痛薬と非ステロイド
系の抗炎症 (NSAID)の2グループに分けられる｡
a)オピオイド系鎮痛薬 :アゴニストとアンタゴニ
ストの 2活性物質に分けられる｡
モルフィン作用があり,モルフィン作用を逆転さ
せる括抗薬としても用いられる｡
*オピオイドアゴニス ト;モルフィン､ペチジン
(メぺリジン)､ペンタゾシン､ブプレノルフィン
等と類似しており､ほかの感覚を失うことなくと
う痛を軽減させるが､呼吸抑制の副作用がある｡
循環器系の副作用は少なく,バランス麻酔に使用
さ.れることがあるが､多量になると徐脈の原因に
なることがある｡作用時間は2-4時間程度である｡
上記の他､メサドン､オキシモルホン､D-プロポ
キシフェン､コデイン (ジヒドロコデイン)､フェ
ンタニール､アルフェンタニール等がある｡
b)非ステロイド系抗炎症薬 :中程度 ･低い鎮痛力
薬物で､これらの複合体は､鎮痛作用と抗炎症作
用とを有し､関節炎等の中程度の鎮痛に使用する｡
*以上の鏡痛薬の使用方法は,術後痔痛に主に使
用するが､鎮痛薬の作用時間が短かいので､例え
ば､ぺチジンは2-3hで､一日中授与することは出
来ないが､ププレノルフィンは8-12h作用が延長
するので､かなりの長時間の鎮痛に役立つ｡オピ
オイド系鎮痛薬で呼吸抑制が現れたら､オピエー
トの括抗剤であるナロキソンを投与して治療する｡
以上､最良の鎮痛効果を兄いだし臨床応用する
ことは､動物福祉上にもまた科学的研究のために
も､本質的に考慮されるべきである｡
